
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

本
件
は
、
利
用
者
（
障
が
い
者
）

に
対
す
る
移
動
支
援
費
の
時
間
外
加

算
の
支
給
に
つ
い
て
、
市
が
平
成
18

年
10
月
分
か
ら
平
成
30
年
８
月
分
ま

で
を
規
則
の
規
定
に
よ
ら
ず
に
支
給

し
た
238
万
５
千
300
円
の
債
権
を
放
棄

す
る
案
件
と
、
規
則
の
規
定
ど
お
り

支
給
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
て
支
給
を
停
止
し
た
平
成
30
年
９

月
・
10
月
分
の
８
万
円
を
補
助
金
と

し
て
支
払
う
た
め
に
、
一
般
会
計
補

正
予
算
に
計
上
し
て
提
案
す
る
も
の

で
す
。

規
則
で
は
、
時
間
外
加
算
を
適
用

す
る
時
間
帯
が
午
後
８
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
が
利
用
者
・
事
業
者
に
対
し
て
説

明
し
て
い
た
時
間
帯
と
実
際
に
適
用

し
て
い
た
時
間
帯
は
午
後
６
時
か
ら

午
後
10
時
ま
で
で
し
た
。
規
則
と
実

態
の
２
時
間
の
差
に
つ
い
て
、
市
は

午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
時

間
外
加
算
を
支
給
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
の
認
識
に
立
つ
も
の
で
す
。

６
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
債
権

を
放
棄
す
る
案
件
が
起
立
採
決
の
結

果
、
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し
、
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
件
に
対
す
る
付
帯

決
議
（
詳
細
は
７
面
に
掲
載
）
を
提

案
し
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

令
和
元
年
第
２
回

　

定
例
会
日
誌

【
５
月
】

31
日　

�

本
会
議
（
陳
情
の
訂
正
、

議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
・
採
決
）

【
６
月
】

３
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
委
員
会
付
託
）

10
日　

厚
生
文
教
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

14
日　

総
務
企
画
委
員
会

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

18
日　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

19
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

20
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
・
採
決
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

本
補
正
予
算
で
は
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
う
、

防
犯
設
備
整
備
事
業
補
助
金
を
含
む
、

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
対
策
に

要
す
る
経
費
」（
282
万
９
千
円
）、
旧

中
村
研
一
邸
主
屋
及
び
茶
室
「
花
侵

庵
」
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
無
形
文
化
財
等
を
活
用
し
た
観

光
促
進
事
業
の
実
施
を
含
む
、「
文

化
振
興
に
要
す
る
経
費
」（
131
万
３

千
円
）
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
本

補
正
予
算
は
、
５
月
31
日
の
本
会
議

に
お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
（
吹
春

や
す
た
か
委
員
長
）
に
付
託
し
、
６

月
17
日
及
び
20
日
の
委
員
会
で
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

６
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
、
下
水
道
事
業

の
周
知
等
の
た
め
、
東
京
都
か
ら
の

補
助
金
を
財
源
と
し
て
、
小
金
井
市

公
共
下
水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
桜お
う

水す
い
く
ん
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
の
作
製
及
び
イ
ベ
ン
ト
実
施

等
の
経
費
を
含
む
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
５
月
31
日
に
開
会
し
、

６
月
24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

お知らせ

市
の
債
権
を
放
棄

第
２
回
定
例
会
の
概
要

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）及
び

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）を
可
決

債
権
の
放
棄
等
に
つ
い
て

・�

新
庁
舎
の
議
会
施
設
に
つ
い
て
、
皆
様
の
声
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。

・
議
会
報
告
会
（
市
民
と
議
会
の
交
流
会
議
）
を
開
催
し
ま
す
。

�

（
詳
細
は
８
面
に
掲
載
）

一般会計補正予算を全会一致で可決

移
動
支
援
費
給
付
金　
誤
支
給
問
題

各
会
派
の
平
成
30
年

度
政
務
活
動
費
収
支
報

告
に
つ
い
て
は
２
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

東京２０２０オリンピック競技大会自転車競技ロードレースの
テストイベントが小金井市内で行われました。（7月21日）

令和元年
第 ２回定例会
第266号

令和元年（２０１９年）
８月１６日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

●委員会の視察先とテーマ●

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

国
の
登
録
有
形
文
化
財
「
花
侵

庵
」
の
修
復
工
事
の
み
な
ら
ず
、
伝

統
芸
能
文
化
事
業
の
観
光
促
進
に
活

用
可
能
な
東
京
都
の
補
助
金
に
組
み

替
え
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
移
動
支

援
費
特
例
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
規

則
に
よ
ら
な
い
支
給
の
事
実
発
覚
後
、

議
会
へ
の
情
報
提
供
や
事
業
者
説
明

会
も
行
わ
れ
た
。
利
用
者
及
び
事
業

者
と
の
信
頼
回
復
へ
の
是
正
策
を
一

早
く
整
え
た
と
理
解
す
る
。
市
に
非

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、

利
用
者
及
び
事
業
者
に
は
、
個
々
に
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
強

く
求
め
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

桜
町
上
水
会
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改

修
工
事
な
ど
、
補
助
金
、
助
成
金
等

を
積
極
的
に
活
用
し
た
点
は
評
価
で

き
る
。
し
か
し
、
未
婚
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
に
対
す
る
臨
時
・
特
別

給
付
金
は
一
回
の
支
給
で
終
了
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
実
態
を
調
査
し
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
か
、
当
事
者
の
声
を
把
握

す
べ
き
。
ま
た
、
学
校
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
事
業
は
、
ド
ラ

イ
ア
イ
や
電
磁
波
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
へ
の
切
り
替
え
等

の
対
応
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山
　
薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
当
た
り
、
町

内
会
で
合
意
を
得
る
上
で
反
対
意
見

本
件
は
、
６
月
７
日
の
本
会
議
に

お
い
て
上
程
し
、
答
弁
調
整
の
た
め

質
疑
が
保
留
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
６
月
20
日
に
本
会
議
を
開
催

し
て
質
疑
の
続
き
を
行
い
、
同
日
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

６
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員

長
報
告
に
対
し
、
議
員
か
ら
７
つ
の

質
疑
が
あ
っ
た
後
、
委
員
会
で
の
審

査
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
厚
生

文
教
委
員
会
に
再
付
託
を
求
め
る
動

議
が
提
出
さ
れ
否
決
し
ま
し
た
。
本

件
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

※
　
権
利
の
放
棄
と
は

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
が
持
つ
権
利
を
市
の
意
思
に
よ
っ

て
対
価
な
く
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
本
件
は
、
市
の
移
動
支
援
に
係

る
債
権
を
放
棄
す
る
た
め
に
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

障
が
い
者
の
移
動
支
援
費
誤
支
給

に
係
る
債
権
放
棄
の
議
案
は
、
日
本

を
持
つ
人
が
排
除
さ
れ
、
町
内
会
か

ら
抜
け
て
し
ま
う
と
地
域
の
見
守
り

能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
ま

で
の
や
り
方
は
見
直
す
べ
き
。
移
動

支
援
費
の
問
題
を
通
じ
て
、
条
例
、

規
則
等
と
事
務
作
業
の
整
合
性
を
確

認
す
る
こ
と
が
一
層
重
要
で
あ
り
、

各
部
署
で
点
検
す
べ
き
。
移
動
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
需
要

に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
実
態
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
と
す
る
た
め
の

精
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で

付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情

の
審
査
の
ほ
か
、
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
市
の
事
務
を
独
自
に
調

査
す
る
「
所
管
事
務
調
査
」
を
行

う
権
限
が
あ
り
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
次
の
所
管
事

務
調
査
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

令
和
３
年
３
月
ま
で
継
続
し
て
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

▽�

　
小
金
井
市
保
健
福
祉
総
合
計

画
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

▽�

　
子
ど
も
施
策
に
関
す
る
諸
問

題
の
調
査

▽�

　
社
会
教
育
施
策
に
関
す
る
諸

問
題
の
調
査

【
建
設
環
境
委
員
会
】

▽�

　
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
調
査

▽�

　
市
内
都
市
計
画
、
自
然
環
境

及
び
住
環
境
に
関
す
る
調
査

▽�

　
資
源
循
環
社
会
形
成
に
関
す

る
調
査

【
総
務
企
画
委
員
会
】

▽�

　
小
金
井
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
進
捗
状
況
と
方
針

に
つ
い
て
の
諸
問
題
の
調
査

▽�

　
地
域
防
災
、
減
災
及
び
被
災

者
支
援
に
つ
い
て
の
諸
問
題
の

調
査

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
　 ８月 ６日、 ７日
▽栃木県下野市（新庁舎建設について）
▽埼玉県北本市（新庁舎建設について）

共
産
党
小
金
井
市
議
団
の
指
摘
で
修

正
さ
れ
た
が
、
議
案
の
審
議
が
不
十

分
で
あ
る
。
市
は
規
則
と
実
際
の
支

給
に
間
違
い
が
あ
っ
た
が
、
12
年
間

気
付
か
ず
、
今
日
ま
で
夜
間
加
算
分

を
誤
支
給
し
て
い
た
。
し
か
し
、
利

用
者
は
市
か
ら
説
明
も
な
く
、
利
用

料
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
。
小
金
井
市
だ
け
が

債
権
放
棄
す
る
の
は
無
責
任
で
あ
り
、

利
用
者
を
置
き
去
り
に
し
た
や
り
方

は
許
さ
れ
な
い
。
利
用
料
を
返
還
す

べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

本
議
案
は
、
12
年
に
も
及
ぶ
市
の

移
動
支
援
費
支
給
ミ
ス
に
関
し
て
、

行
政
と
し
て
何
ら
責
任
も
取
ら
ず
、

利
用
者
の
声
も
聞
か
ず
、
一
方
的
に

「
不
当
利
得
」
と
決
め
付
け
、
そ
の

返
還
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
る
。
支

給
ミ
ス
に
よ
る
市
の
損
害
は
、
そ
の

全
額
を
責
任
の
あ
る
市
長
や
関
係
す

る
職
員
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
住
民
監
査

請
求
も
提
起
し
た
。
な
お
、
早
朝
夜

間
加
算
が
、
一
部
事
業
者
に
お
い
て

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
支
給
さ
れ
て
い

な
い
事
態
は
不
適
切
で
あ
り
、
早
急

に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
　
６
月
20
日
（
木
）

▼
　
７
月
12
日
（
金
）

【
６
月
18
日
】

【
６
月
24
日
】

▼�

　
新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新

福
祉
会
館
建
設
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
を
　

　
開
催
し
ま
し
た

広
報
協
議
会

※�　過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎
４階）または情報公開コーナー（第二庁舎 ６階）
で閲覧できます。また、行政視察報告書を市ホー
ムページで公開しています。

平成30年度　政務活動費収支報告一覧表
政務活動費は、議員の調査研究等に必要な経費の一部として、議会に
おける会派に対して交付するものです。

各会派の収入・支出報告書、支出調書、収入・支出整理簿、領収書等
の写しについては、市ホームページに掲載しています。

※１　会派の所属人数に月額30,000円を乗じた金額を交付しています。
※２　残額は市に返還しています。
※３　平成30年度政務活動費を申請していません。

※４　10か月分を交付（平成30年６月１日に会派結成）
※５　２か月分を交付（平成30年５月31日に会派解散）

会　派　名 会派人数 交付額（A）
（※１）

預金利子
（B）

収入（C）
（A＋B） 支出額（D） 返還額

（C－D）（※２）

自由民主党・信頼の小金井 ５人 1,800,000 円 9 円 1,800,009 円 1,656,422 円 143,587 円
日 本共産党小金井市議団 ４人 1,440,000 円 2 円 1,440,002 円 1,419,871 円 20,131 円
小 金 井 市 議 会 公 明 党 ４人 1,440,000 円 3 円 1,440,003 円 1,165,701 円 274,302 円
み ら い の こ が ね い ３人 1,080,000 円 0 円 1,080,000 円 1,041,953 円 38,047 円
小金井をおもしろくする会 １人   360,000 円 0 円 360,000 円 359,989 円 11 円
こ が ね い 市 民 会 議 １人   360,000 円 0 円 360,000 円 198,730 円 161,270 円
情 報 公 開 こ が ね い １人   360,000 円 2 円 360,002 円 336,567 円 23,435 円
改　　革　　連　　合（※３） １人 　　　－ － － － －
生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク １人   360,000 円 0 円 360,000 円 359,936 円 64 円
小 金井の明日をつくる会 １人   360,000 円 2 円 360,002 円 123,306 円 236,696 円
市民といっしょにカエル会 １人   300,000 円（※４） 0 円 300,000 円 283,185 円 16,815 円
緑 ・ つ な が る 小 金 井 １人   300,000 円（※４） 0 円 300,000 円 299,691 円 309 円
緑・ 市 民 自 治 こ が ね い ２人   120,000 円（※５） 0 円 120,000 円 42,815 円 77,185 円

合　計 8,280,000 円 18 円 8,280,018 円 7,288,166 円 991,852 円

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
を
　

　
　
行
っ
て
い
ま
す
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議会運営委員会
７月３１日（水）午前 ９時
８月２８日（水）午後 ２時
▶小金井市議会議員定数条例の一部を
改正する条例　▶議会「ゆるキャラ」
の活用による分かりやすい議会広報の
実施を求める陳情書　▶市議会主催の
議会報告会を定例会終了ごとに実施す
ること等を求める陳情書　▶議会改革
に関する諸問題の調査　▶①次期定例
会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査、②議会
の会議規則、委員会条例等に関する調
査、③議会運営に関する議長の諮問事
項について

閉会中の委員会日程及び審査案件 総務企画委員会
８月 ５日（月）午前10時
▶同性パートナーシップの公的認証制度
の導入を求める陳情書　▶会計年度任用
職員に関する定数条例の制定を求める陳
情書　▶天下の悪税である固定資産税を
廃止すべしとする陳情書　▶公文書管理
条例の制定を求める陳情書　▶自動車等
の「武蔵野ナンバー」及び「デザインナ
ンバー」導入に向けた検討を求める陳情
書　▶小金井市公共施設等総合管理計画
の進捗状況と方針についての諸問題の調
査　▶地域防災、減災及び被災者支援に
ついての諸問題の調査

厚生文教委員会
８月20日（火）午前10時
▶小金井市子どもの権利に関する条例の

一部を改正する条例　▶小金井市国民
健康保険加入者生活支援手当条例　▶
小金井市難病者福祉手当条例の一部を
改正する条例　▶医療的ケア児とその
家族に対するサポート体制拡充に対す
る陳情書　▶小金井市保健福祉総合計
画に関する諸問題の調査　▶子ども施
策に関する諸問題の調査　▶社会教育
施策に関する諸問題の調査

庁舎及び福祉会館建設等調査
特別委員会
８月22日（木）午後 1時
▶市庁舎と福祉会館の敷地内に大きな
公園（広場）を確保することを求める
陳情書　▶庁舎建設にあたって十分な
大きさの広場を確保することを求める
陳情書　▶新庁舎の敷地利用計画（複

数案）の絞り込みにおいて民意を反映
させることを求める陳情書　▶庁舎及
び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

建設環境委員会
８月26日（月）午前10時
▶小金井市道路新設問題に関する陳情
書　▶駅周辺整備に関する調査　▶市
内都市計画、自然環境及び住環境に関
する調査　▶資源循環社会形成に関す
る調査

行財政改革推進調査特別委員会
８月29日（木）午前10時
▶行財政改革のさらなる推進に向け
て、事務事業評価シートの速やかな作
成を求める陳情書　▶行財政改革の推
進に係る諸問題の調査

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　厚：厚生文教委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

衆参両院議会への意見書提出
に関する陳情書

国会に対し、ＪＲを始め全国の私鉄・船舶・高速道路などに
ついて、精神障がい者についても、身体障がい者及び知的障が
い者と同等の運賃割引制度が適用されるよう働きかけを行う
などの必要な措置を講ずるよう求める意見書の提出を求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

介護保険料の特別徴収という
年金天引きを弾劾する陳情書

介護保険法第135条の「災害その他の事情により特別徴収の方
法によって保険料を徴収することが著しく困難であると認め
るものその他政令で定めるもの」の該当者に対する介護保険
料の年金天引きを弾劾し、議会においても何らかの実現力を
発揮することを求める。

厚 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × △ × ○ × × 不採択

厚生文教委員会の所管事項に
関連して、「不当利得」解釈の
妥当性の検証を求める陳情書

移動支援費の時間外加算分について規則と異なる支払いを続
け、利用者の「不当利得」と解釈していることについての妥当
性の検証を厚生文教委員会で行うこと、顧問弁護士の見解を
明らかにすること、当該議案の撤回及び監査請求を行うこと
を求める。

厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

厚生文教委員会の所管事項に関連して、「不当利得」解釈の妥当性の検証を求める陳情書
について厚生文教委員会への再付託を求める動議（議員提案） 即 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 否　決

総務企画委員会の所管事項に
関連して、「不当利得」解釈の
妥当性の検証を求める陳情書

移動支援費の時間外加算分について規則と異なる支払いを続
け、利用者の「不当利得」と解釈していることについての妥当
性の検証を総務企画委員会で行うこと、顧問弁護士の見解を
明らかにすること、当該議案の撤回及び監査請求を行うこと
を求める。

厚 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 不採択

総務企画委員会の所管事項に関連して、「不当利得」解釈の妥当性の検証を求める陳情書
について総務企画委員会への再付託を求める動議（議員提案） 即 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × 否　決

介護保険料の特別徴収という年金天引きを弾劾する陳情書の訂正 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席　議：議長（原則、採決には加わらず）
副：副議長（議長が公務のため、副議長が議長の職務を代行） 議

　
決
　
結
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

令和元年度小金井市一般会計補正予算（第 ３回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和元年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第 １回） 予 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × × 原案可決

小金井市市税条例の一部を改正する条例 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

債権の放棄について 厚 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ 可　決

債権の放棄について厚生文教委員会への再付託を求める動議（議員提案） 即 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × × × × 否　決

教育用パーソナルコンピュータ等の買入れについて 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

小金井市総合体育館大規模改修工事（第 １期）請負契約について 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議会改革に関する諸問題の調査（議員提案） 即 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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?!（ 4面～ 6面） ６月 ４日、５日、６日、７日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

年
齢
を
重
ね
て
も
、
こ
の
ま

ち
に
居
れ
ば
安
心
だ
と
思
っ
て

も
ら
え
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

ア
認
知
症
は
早
期
発
見
、
治
療

で
治
せ
る
場
合
が
あ
る
。
認
知

症
予
防
の
必
要
性
は
。
イ
現
在

の
施
策
で
の
実
施
件
数
は
ま
だ

少
な
い
。
認
知
症
が
重
度
化
す

る
前
に
い
か
に
発
見
し
、
治
療

や
予
防
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
。
ウ
認
知
症
の
正
し
い
知

識
を
伝
え
、
見
守
り
合
い
の
教

育
が
重
要
。
ま
た
、
認
知
症
の

方
で
も
、
本
人
の
意
思
に
沿
っ

た
そ
の
方
ら
し
い
生
き
方
を
全

う
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
場
合
は

治
療
に
よ
る
回
復
は
難
し
い
と

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

市
の
貴
重
な
歴
史
と
文
化
を

保
存
し
、
活
用
を
考
え
る
べ
き
。

ア
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
出

土
し
た
土
器
や
石
器
の
写
真
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
等

の
工
夫
を
。
イ
Ａ
Ｒ
技
術
に
よ

る
ス
コ
ー
プ
貸
し
出
し
で
遺
跡

の
当
時
の
様
子
を
再
現
で
き
る
。

研
究
を
。
ウ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ

ェ
ス
タ
と
連
携
し
、
指
定
文
化

財
の
ア
ピ
ー
ル
を
。
エ
43
か
所

の
文
化
財
説
明
板
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
近
現
代
以
降
の
文

化
財
が
少
な
い
。
か
つ
て
に
ぎ

わ
い
が
あ
っ
た
場
所
を
中
心
に

近
現
代
の
掘
り
起
こ
し
を
。
オ

保
存
管
理
に
つ
い
て
電
子
化
は

進
ん
で
い
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

ア
充
実
を

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

５
月
24
日
に
食
品
ロ
ス
削
減

推
進
法
が
成
立
し
た
。
国
が
定

め
た
法
律
だ
が
、
そ
の
趣
旨
を

い
か
し
啓
蒙
、
実
践
し
て
い
く

の
は
国
民
、
市
民
に
最
も
身
近

な
区
市
町
村
で
あ
る
。
小
金
井

市
も
３
Ｒ
を
提
唱
し
て
い
る
が
、

最
優
先
す
べ
き
は
、
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
で
あ
ろ
う
。
福
井
県

で
始
ま
っ
た
食
べ
切
り
運
動
が

長
野
県
松
本
市
に
波
及
し
、
宴

会
の
始
ま
り
30
分
と
終
了
10
分

前
で
食
べ
切
る
「
３
０
１
０
運

動
」
が
提
唱
さ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
市
民
の
意
識
付
け
に
効
果

が
あ
ろ
う
。
市
民
、
事
業
者
等

の
知
恵
を
集
め
、
市
民
運
動
と

し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
べ
き
。

環
境
部
長　

市
独
自
に
「
２

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

今
年
度
の
小
金
井
市
の
待
機

児
童
数
は
113
人
で
、
昨
年
比
25

人
増
で
あ
る
。
ア
待
機
児
童
解

消
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
イ
再

び
増
え
た
原
因
の
分
析
は
。
ウ

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

再
開
発
エ
リ
ア
の
子
ど
も
人
口

増
の
推
計
は
。
エ
近
隣
市
の
駅

前
再
開
発
の
事
例
を
参
考
に
早

め
に
対
策
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
オ
今
年
度
の
対
応
策
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
昨
年

度
の
解
消
を
目
指
し
た
が
、
現

時
点
で
は
い
つ
と
い
う
計
画
は

な
く
、
計
画
策
定
の
準
備
を
し

て
い
く
中
で
明
確
に
し
た
い
。

イ
新
規
申
請
者
が
増
え
、
特
に

２
歳
ク
ラ
ス
は
昨
年
比
で
人
口

減
に
な
っ
た
も
の
の
、
新
規
申

請
者
が
２
割
増
え
た
こ
と
な
ど

が
主
な
要
因
。
新
た
に
保
育
需

要
を
掘
り
起
こ
し
た
の
で
は
な

い
か
。
ウ
現
時
点
で
児
童
人
口

推
計
は
で
き
て
い
な
い
。
オ
新

規
開
設
で
定
数
の
増
を
考
え
て

お
り
、
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

保
育
政
策
担
当
課
長　

エ
情

報
収
集
を
し
て
対
応
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
保
育
計
画
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

図
り
た
い
。
イ
Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
技

術
を
駆
使
し
た
公
開
は
有
効
性

が
あ
り
、
他
市
の
事
例
も
あ
る
。

市
内
の
遺
跡
に
適
し
た
活
用
方

法
を
研
究
し
た
い
。
ウ
昨
年
度

か
ら
新
設
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ウ
ォ

ー
ク
で
小
金
井
桜
や
文
化
財
に

親
し
め
る
ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ

た
。
エ
近
代
史
で
も
、
旧
中
村

研
一
邸
が
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
決
定
し
た
よ
う
に
、

価
値
が
あ
る
の
で
調
査
を
進
め

た
い
。
オ
こ
れ
か
ら
は
古
文
書

類
の
電
子
化
、
旧
小
金
井
市
史

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
を
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里

の
残
地
取
得
に
つ
い
て
、
民
間

所
有
者
の
意
思
を
確
認
し
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
で
集

ま
っ
た
寄
付
の
受
入
れ
を
考
え

る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

言
わ
れ
る
が
、
軽
度
の
場
合
は

発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
生
き
生
き
と
し
た
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
か
ら
予
防
と
い
う
考
え
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
イ
市
配

布
の
高
齢
者
福
祉
の
し
お
り
に

も
の
忘
れ
相
談
シ
ー
ト
、
認
知

症
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
認
知

症
気
付
き
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

掲
載
し
て
い
る
。
認
知
症
に
対

す
る
意
識
を
市
民
の
中
で
ど
の

よ
う
に
醸
成
す
る
か
は
研
究
課

題
。
ウ
普
段
の
様
子
を
知
っ
て

も
ら
い
、
変
化
に
気
付
け
る
地

域
の
つ
な
が
り
や
環
境
作
り
が

大
切
。
ま
ず
は
相
談
窓
口
、
市

内
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
、
認

知
症
、
ま
た
高
齢
者
の
健
康
増

進
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
情

報
の
周
知
、
実
行
に
努
め
た
い
。

０
２
０
運
動
」
を
提
案
し
て
い

く
。
食
べ
切
り
に
つ
い
て
は
、

家
庭
、
事
業
者
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
要

綱
整
備
を
目
標
と
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

食
育
教
育

の
課
題
と
捉
え
て
校
内
活
動
で

子
ど
も
自
身
が
食
べ
残
し
を
減

ら
す
取
組
を
し
て
い
る
。

小
林
正
樹

　
（
公
明
党
）

こ
こ
最
近
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
悲
惨
な
事
故
や
事
件

が
相
次
い
で
い
る
。
小
金
井
市

に
お
い
て
も
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
ア
児
童
虐
待

に
対
す
る
児
童
相
談
所
と
の
連

携
は
。
イ
幼
稚
園
や
保
育
園
の

お
散
歩
ル
ー
ト
の
確
認
は
。
ウ

警
察
と
の
交
差
点
の
チ
ェ
ッ
ク

は
。
エ
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
行
っ

て
い
る
安
全
点
検
の
対
応
強
化

を
。
オ
高
齢
者
の
自
動
車
運
転

免
許
証
の
返
納
を
進
め
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
子
育

て
の
相
談
は
多
い
状
況
。
先
般

の
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
案
を
受

け
、
都
の
虐
待
防
止
条
例
の
周

知
に
努
め
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
社
会
全
体
で
見
守
る

機
運
を
高
め
た
い
。
イ
よ
り
一

層
安
全
・
安
心
な
保
育
が
で
き

る
よ
う
考
え
て
対
応
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

ウ
小
金
井

警
察
署
か
ら
は
具
体
的
な
取
組

内
容
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
引
き
続
き
情
報
共
有
を
図

り
、
連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

エ
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
の

安
全
を
最
優
先
に
考
え
て
い
く
。

オ
高
齢
者
の
公
平
性
等
を
考
え

て
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
良
好
な
住
居
環
境

を
築
き
、
長
く
小
金
井
市
で
安

心
し
て
住
み
続
け
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
一
般
住
宅
を
建
て
る

際
の
都
市
計
画
に
よ
る
規
制
誘

導
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
他
市

事
例
を
交
え
て
質
問
し
ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
西
岡
市
長
は
選
挙
公
報

に
記
載
し
た
内
容
を
覚
え
て
い

る
か
。
イ
稲
葉
前
市
長
は
、
職

員
数
を
915
人
か
ら
671
人
へ
、
人

件
費
は
98
億
８
千
200
万
円
か
ら

59
億
800
万
円
へ
と
減
ら
し
て
い

る
が
、
行
財
政
改
革
は
進
ま
な

か
っ
た
と
言
っ
た
理
由
は
。
ウ

稲
葉
前
市
長
の
任
期
中
の
経
常

収
支
比
率
と
人
件
費
率
の
改
善

率
は
、
多
摩
26
市
ト
ッ
プ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
西
岡
市
長
は
、

就
任
後
１
週
間
で
地
域
手
当
増

額
を
約
束
し
た
。
市
長
の
認
識

は
選
挙
公
報
ど
お
り
か
。

市
長　

ア
覚
え
て
い
る
。
イ

出
馬
に
際
し
、
当
時
の
行
財
政

改
革
の
方
向
性
だ
け
で
は
課
題

を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
判
断

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

障
が
い
の
理
解
と
啓
発
の
た

め
に
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
す
る
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
こ
と
は
何
か
。

福
祉
保
健
部
長　

子
ど
も
向

け
と
一
般
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
千
500
部
ず
つ
、
一
般
向
け
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
２
千
部
作
成
し

た
。
今
後
は
、
更
に
市
民
の
意

見
を
聞
き
、
趣
旨
の
理
解
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
、
対
話
や

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
理
解
促

進
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
障
害
者
週

間
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
機
会
を

捉
え
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

東
京
学
芸
大
学
の

髙
橋
教
授
と
相
談
し
、
小
金
井

市
の
多
く
の
方
々
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
に
関
わ
り
、
知
恵
を

出
し
て
い
た
だ
い
た
。
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
障
が
い
と
は

何
か
、
何
が
障
が
い
を
作
り
だ

す
の
か
を
自
分
事
と
し
て
主
体

的
に
考
え
、
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
共
に
学
び
共
に
生

き
る
社
会
を
作
る
こ
と
は
、
答

え
の
な
い
問
題
と
し
て
捉
え
、

子
ど
も
た
ち
と
も
一
緒
に
考
え
、

よ
り
良
い
未
来
を
作
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

■
そ
の
他
、
特
別
な
配
慮
や
支

援
が
必
要
な
児
童
の
た
め
、
民

間
保
育
園
・
幼
稚
園
を
対
象
に

６
月
か
ら
開
始
す
る
巡
回
相
談

「
き
ら
き
ら
サ
ポ
ー
ト
」の
課
題

と
、
市
の
相
談
支
援
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
導
入
の
検
討
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

し
た
。
ウ
人
口
、
税
収
の
将
来

的
な
減
少
等
の
課
題
を
乗
り
越

え
ら
れ
な
い
と
考
え
た
。

❷
市
の
防
災
に
つ
い
て
問
う
。

ア
小
金
井
市
は
多
摩
26
市
で
唯

一
非
常
用
発
電
設
備
を
持
た
な

い
市
役
所
で
あ
る
。
職
員
に
発

電
機
の
起
動
訓
練
を
行
わ
な
い

か
。
イ
大
災
害
発
災
に
備
え
て
、

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
を
実

施
し
な
い
か
。
ウ
発
災
時
に
備

え
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
参

集
訓
錬
を
実
施
し
な
い
か
。

総
務
部
長　

ア
消
防
署
に
も

相
談
し
て
い
き
た
い
。
イ
大
変

重
要
と
考
え
て
い
る
。
他
市
事

例
研
究
、
訓
練
の
在
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
実
行
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
。
ウ
指
定
要
員
参
集

訓
練
を
発
展
、
改
良
さ
せ
て
い

く
中
で
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
食
品

ロ
ス
削
減
を
Ｐ
Ｒ

待機児童数増の分析をした
自作資料（本会議に提出）

歴
史
と
文
化
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う

地
域
の
見
守
り
合
い
と

認
知
症
予
防
策
の
強
化
を

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

な
ぜ
、待
機
児
童
は

昨
年
よ
り
も
増
え
た
の
か

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
の

趣
旨
を
市
民
運
動
に

共
に
学
び
共
に
生
き
る

小
金
井
市
を
実
現
し
よ
う

市
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
／

防
災
に
つ
い
て
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紀　

由
紀
子

　
（
公
明
党
）

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
。

花
粉
症
や
命
に
関
わ
る
可
能
性

も
あ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

の
疾
患
に
悩
む
人
は
多
い
。
早

い
段
階
で
適
切
な
保
健
指
導
を

行
い
、
発
症
・
重
症
化
の
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
が
「
小
児
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
保
健
指
導
の

手
引
き
」
を
作
成
し
、
情
報
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
ア
数

年
前
、
近
隣
市
で
、
児
童
が
学

校
給
食
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
市
で

は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
た
。
私

も
す
ぐ
に
一
般
質
問
で
訴
え
、

小
・
中
学
校
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

自
動
販
売
機
の
価
値
を
正
し

く
認
識
す
べ
き
。
ア
災
害
対
応

型
の
自
動
販
売
機
を
普
及
・
拡

充
し
な
い
か
。
イ
防
犯
カ
メ
ラ

と
自
動
販
売
機
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
事
例
が

あ
る
。
防
犯
対
策
と
し
て
自
動

販
売
機
を
活
用
し
な
い
か
。
ウ

市
は
、
今
後
よ
り
多
く
の
財
政

援
助
団
体
へ
補
助
し
て
い
く
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
財
源
確

保
へ
の
取
組
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、

設
置
料
を
入
札
等
の
価
格
競
争

方
式
に
変
更
し
た
自
治
体
で
は
、

１
台
当
た
り
の
収
入
が
平
均
22

倍
の
増
収
に
な
っ
た
と
い
う
。

自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
貸
付

制
度
を
導
入
し
な
い
か
。

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

❶
ア
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入

費
補
助
制
度
の
創
設
及
び
低
所

得
世
帯
へ
の
無
償
配
布
を
。
イ

民
間
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
や
新
設
等
を
行
う
者
に
補

助
金
を
交
付
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
・
東
京
都
が
補
助
を
行

う
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の

機
会
を
捉
え
て
小
金
井
市
で
も

助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

総
務
部
長　

ア
あ
っ
せ
ん
制

度
の
創
設
を
今
年
度
中
に
検
討

し
た
い
。
イ
助
成
制
度
創
設
に

向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
国
・
都
の
補
助
金
制

度
を
活
用
す
る
た
め
の
条
件
と

し
て
、
地
域
防
災
計
画
又
は
耐

震
促
進
計
画
に
避
難
路
の
指
定

を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
た

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
問

う
。
ア
設
計
事
業
者
の
技
術
提

案
書
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は

ど
う
か
。
イ
議
会
に
は
Ｃ
―

２
、

Ｃ
―

３
案
を
ベ
ー
ス
と
し
て
複

数
案
が
示
さ
れ
、
夏
頃
ま
で
に

１
案
に
絞
る
と
説
明
し
て
き
た

が
、
そ
の
経
過
は
。
ウ
設
計
に

対
す
る
意
見
、
要
望
、
判
断
は

ど
う
行
う
の
か
。
エ
「
り
ん
く

の
店
」
を
設
置
す
べ
き
。

市
長　

ア
私
ど
も
の
考
え
は

お
お
む
ね
反
映
さ
れ
て
い
る
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

イ

設
計
者
と
協
議
し
、
提
案
書
の

施
設
配
置
案
を
ベ
ー
ス
に
作
業

を
進
め
た
い
。
ウ
い
つ
ど
の
よ

う
な
資
料
が
示
さ
れ
る
か
等
の

詳
細
は
今
後
と
な
る
。
最
終
的

に
発
注
者
と
し
て
判
断
す
る
。

福
祉
保
健
部
長　

エ
福
祉
売

店
の
設
置
を
検
討
す
る
。

❷
保
育
園
の
園
外
活
動
な
ど

の
交
通
安
全
対
策
を
求
め
る
。

ア
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
指
定
な
ど

の
対
策
を
求
め
る
。
イ
関
係
機

関
と
の
連
携
、
公
立
・
私
立
保

育
園
が
一
緒
に
取
り
組
む
体
制

の
検
討
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長　

ア
こ
れ
ま

で
以
上
に
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
考
え
対
応
す
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
道
路

管
理
者
、
交
通
管
理
者
と
の
連

携
も
視
野
に
、
関
係
部
署
と
連

携
し
、
総
合
的
に
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
東
小
金
井
駅
の
早

朝
駅
員
不
在
問
題
と
、
東
小
金

井
駅
北
口
交
番
の
分
か
り
や
す

い
表
示
を
求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長　

ア
現
在
、
小
金

井
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

災
害
対
応
型
の
新
機
種
を
２
台

設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
災
害

対
応
型
の
必
要
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
、
新

機
種
に
入
替
え
の
際
に
導
入
を

検
討
し
た
い
。
イ
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
必
要
な
補
助
金
、
台

数
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
補

完
す
る
意
味
で
自
動
販
売
機
を

活
用
で
き
な
い
か
を
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
。
ウ
平
成
18

年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、

使
用
許
可
か
ら
貸
付
け
に
切
り

替
え
る
自
治
体
が
出
て
き
て
い

る
。
今
後
は
、
他
市
事
例
も
参

考
に
し
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
精
査
し
た
上
で
、

導
入
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

開
設
が
実
現
し
た
。
効
果
の
認

識
は
ど
う
か
。
イ
幼
稚
園
、
保

育
所
、
学
童
保
育
所
等
に
拡
充

し
な
い
か
。
ウ
「
小
児
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
保
健
指
導
の
手
引

き
」
の
情
報
提
供
を
し
な
い
か
。

エ
災
害
へ
の
備
え
や
避
難
所
対

応
を
周
知
・
啓
発
し
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
安
心
、

安
全
に
集
団
生
活
を
送
る
た
め

の
大
切
な
取
組
で
あ
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
検
討

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

ウ
検
討
し

て
い
き
た
い
。
エ
有
効
な
方
法

を
考
え
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ

ニ
等
へ
の
設
置
拡
充
と
女
性
へ

の
活
用
、
東
京
消
防
庁
公
式
ア

プ
リ
の
活
用
の
周
知
等
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

め
、
そ
の
作
業
も
含
め
、
着
々

と
進
め
て
い
く
の
で
、
今
し
ば

ら
く
時
間
を
頂
き
た
い
。

❷
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

事
業
に
つ
い
て
。
ア
市
報
を
使

っ
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
定
期
的

に
行
う
べ
き
。
イ
先
進
事
例
を

調
査
・
研
究
し
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
も
の
を
共
有
す
る
た
め
の

連
絡
会
を
毎
年
開
く
べ
き
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
市
報
へ

の
掲
載
回
数
を
増
や
せ
る
か
検

討
し
た
り
、
定
期
的
に
周
知
し

た
り
す
る
な
ど
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
イ
先

進
事
例
は
、
近
隣
の
多
摩
地
域

の
状
況
も
併
せ
て
研
究
し
た
い
。

モ
デ
ル
地
区
連
絡
会
は
、
定
期

的
な
開
催
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
し
か
る
べ
き
時
期
を

見
極
め
、
開
催
し
た
い
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

新
生
児
医
療
の
発
達
に
伴
い

医
療
的
ケ
ア
児
が
増
加
し
、
子

ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
合
理
的

配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

小
金
井
市
に
お
け
る
就
学
前
教

育
・
保
育
、
学
齢
期
の
支
援
、

地
域
と
の
繋
が
り
等
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

平
成
30

年
度
は
認
可
保
育
所
で
２
人
の

子
ど
も
を
預
か
っ
た
。
認
可
保

育
園
15
園
で
入
所
相
談
を
受
け

ら
れ
る
が
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
て
保
護
者
、
医
療
関
係
者
、

受
入
側
と
の
連
携
と
体
制
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

学
校
教
育
部
長　

こ
れ
ま
で

は
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
、

学
校
や
自
宅
で
必
要
な
ケ
ア
や

教
育
を
受
け
て
お
り
、
副
籍
制

度
に
基
づ
く
学
校
交
流
活
動
は

43
人
が
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、
公
立
学
校
へ
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
医
療
的

ケ
ア
実
施
委
託
が
予
算
化
さ
れ

た
。
就
学
前
の
医
療
的
ケ
ア
児

の
保
護
者
は
、
早
め
に
就
学
相

談
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

自
立
生
活
支
援
課
長　

平
成

31
年
３
月
、
厚
生
労
働
省
は
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合
支
援
実

施
事
業
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
支
援
に
関
わ
る
各
分
野

の
関
係
者
及
び
当
事
者
団
体
と

の
協
議
の
場
の
設
置
を
示
し
た
。

今
後
、
市
と
し
て
検
討
を
行
う
。

■
そ
の
他
、
不
妊
症
・
不
育
症

対
策
、
小
児
が
ん
網
膜
芽
細
胞

腫
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ

い
て
。
ア
市
独
自
の
地
域
連
携

事
業
協
力
校
の
取
組
も
踏
ま
え
、

地
域
学
校
協
働
本
部
を
整
備
し
、

支
援
か
ら
連
携
協
働
、
個
別
の

活
動
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ

と
昇
華
す
べ
き
。
イ
社
会
教
育

委
員
会
議
の
提
言
ど
お
り
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
を
実
現
す

る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
と
両
輪
と
な
る
地
域
学

校
協
働
本
部
を
設
置
す
べ
き
。

生
涯
学
習
部
長　

ア
地
域
と

学
校
と
の
関
係
を
考
え
る
に
当

た
り
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
得
る
。

教
育
長　

イ
進
む
べ
き
方
向

は
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
が
、
じ

っ
く
り
慌
て
ず
進
め
て
い
く
。

❷
小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

ア
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
の
意
見
交
換
会
の
概
要

や
開
催
時
期
は
。
イ
意
見
交
換

会
の
具
体
的
な
内
容
や
都
知
事

の
訪
問
を
文
書
で
伝
え
、
文
書

回
答
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ウ
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
の
整
備
の
推
進
が
明
記
さ

れ
た
経
緯
は
。
２
０
０
８
年
、

当
時
の
市
長
は
、「
か
な
り
難

し
い
話
で
あ
り
、
現
実
的
で
は

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
市

民
参
加
の
場
で
は
、
当
該
路
線

に
関
す
る
議
論
は
見
当
た
ら
ず
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
出
て
い
た
。
推
進
は
お
ろ
か
、

難
し
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推

進
が
明
記
さ
れ
た
経
緯
は
。
エ

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

都
市
整
備
部
長　

ア
把
握
し

て
い
な
い
。
具
体
的
な
内
容
は

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
イ
都
知
事
の
訪
問
は
、

状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
と
の

こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
都
に
伝

え
る
べ
き
も
の
は
伝
え
る
。
ウ

策
定
時
よ
り
時
間
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
詳
細
は
不
確
か
な

部
分
が
あ
る
。
エ
令
和
４
年
３

月
に
改
訂
予
定
。
手
続
き
や
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

■
そ
の
他
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
導
入
と
、

小
金
井
の
資
源
を
い
か
し
た
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
を

求
め
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
。
ア
重
要

な
こ
と
は
熟
議
で
あ
る
。
合
議

体
で
は
な
い
学
校
運
営
連
絡
会

か
ら
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
の

た
め
の
学
校
運
営
協
議
会
へ
と

発
展
さ
せ
る
べ
き
。
イ
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
を
始
め
地
域
の
課

題
を
地
域
で
解
決
す
る
た
め
に
、

社
会
総
掛
か
り
で
ど
の
よ
う
な

地
域
を
目
指
す
の
か
を
共
有
し
、

熟
議
す
る
小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
必
要
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
の
実
現
に
向
け

小
金
井
市
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
を
進
め
る
。

教
育
長　

イ
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
あ
り
、
地
域
の
人
達
の
声

を
最
大
限
い
か
す
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
必
要
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
市
立
小
・
中
学
校
の
運
動

会
、
体
育
大
会
等
で
熱
中
症
対

策
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
た

め
の
テ
ン
ト
を
設
置
し
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

各
学
校
の

判
断
で
、
状
況
に
応
じ
て
対
応

で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
現
状
で
は
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
熱
中
症
予
防
等

の
徹
底
に
向
け
、
引
き
続
き
各

学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

❷
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
向
上
を
。
ア
保
育
園
・
幼
稚

園
で
は
。
イ
小
･
中
学
校
で
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
保
育

指
針
の
解
説
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
自
己
肯
定
感
を
大
切
に
し

た
保
育
、
教
育
が
実
践
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

イ
全
て
の

教
育
活
動
の
中
で
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

❸
独
自
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
独
自
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
考
え
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

引
き
続
き

研
究
課
題
と
し
た
い
。

❹
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
を
検

討
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

経
済
課
や
商
工

会
窓
口
に
お
け
る
チ
ラ
シ
の
配

架
等
に
よ
り
、
事
業
者
向
け
に

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
新
庁

舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
を
き
っ
か

け
に
導
入
を
考
え
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

運
動
会
で
熱
中
症
対
策
の

テ
ン
ト
を
使
用
し
な
い
か

自
動
販
売
機
に
よ
る

社
会
貢
献
に
つ
い
て

命
を
守
る
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
支
援
を

新
庁
舎
建
設
に

発
注
者
責
任
を
果
た
す
べ
き

地
震
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
取
組
を
市
の
責
任
で

は
け
と
野
川
を
壊
す

都
市
計
画
道
路
は
要
ら
な
い

小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
推
進
せ
よ
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森
戸
洋
子

（
日
本
共
産
党
）

市
内
の
性
同
一
性
障
害
の
悩

み
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
方

か
ら
は
、
知
識
の
な
い
環
境
か

ら
認
知
度
の
高
い
環
境
に
変
え

て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
小
・
中
学
校
等
の
教

育
現
場
で
の
対
応
等
が
重
要
で

あ
る
。
ア
教
育
現
場
で
の
相
談

体
制
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
等
の

施
設
利
用
の
配
慮
、
児
童
・
生

徒
や
教
職
員
、
保
護
者
に
対
す

る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
の
促
進

等
の
対
応
を
問
う
。
イ
豊
島
区

の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制

定
し
な
い
か
。
ウ
市
職
員
へ
の

研
修
を
充
実
さ
せ
な
い
か
。
エ

性
自
認
及
び
性
的
指
向
を
理
由

と
し
た
不
当
な
差
別
を
禁
止
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
等
を

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
美
し
い
街
路
樹
の
並
木
は

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、

市
民
の
憩
い
と
も
な
り
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
。
今
年
度
新
し
く
街
路
樹

を
植
栽
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
緑
中
央
通
り
は
、
近
く
新
庁

舎
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
市
の
中
心
と
な
る
通
り

で
あ
る
。
植
栽
時
期
と
検
討
内

容
等
、
詳
細
を
伺
い
た
い
。
イ

街
路
樹
の
樹
種
は
没
個
性
的
で

な
く
、
ま
た
沿
道
条
件
に
合
っ

た
も
の
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
、
北
大
通
り
は
幅
員
が

狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
成
長
の

早
い
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
春
に
は
強
剪
定
さ
れ
、

丸
坊
主
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ

河
野
律
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
学
校
施
設
は
、
教
育
面
、

機
能
面
、
安
全
面
な
ど
の
老
朽

化
対
策
が
急
務
で
あ
り
、
教
育

環
境
の
向
上
と
と
も
に
、
少
子

高
齢
化
を
見
据
え
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
の
活
用
等
、

多
角
的
な
視
点
で
の
更
新
計
画

を
。
イ
標
準
学
級
数
を
超
え
て

い
る
学
校
の
運
営
に
課
題
が
あ

り
、
将
来
人
口
の
予
測
も
踏
ま

え
、
学
区
域
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
調
整
区
域
の
検
討
の
進

捗
は
。
ウ
公
共
施
設
再
配
置
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
財
源
確
保
策
は
。

学
校
教
育
部
長
　
ア
必
要
な

機
能
、
条
件
等
を
整
理
し
、
検

討
す
る
。
イ
校
長
会
と
と
も
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
長
　
ウ
必
要
な
判
断
を
し

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
公
共
交
通
空
白
地
帯
が
あ

り
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊

娠
中
の
女
性
等
へ
の
移
動
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ

バ
ス
の
再
編
に
合
わ
せ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ア
空
白

地
帯
の
要
望
、
ニ
ー
ズ
等
は
把

握
し
て
い
る
か
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ

ス
再
編
の
状
況
は
。
イ
先
進
事

例
を
研
究
し
、
タ
ク
シ
ー
会
社

と
協
定
を
結
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
ア
要
望
な

ど
は
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
把
握
し

て
い
る
。
交
通
弱
者
の
移
動
の

確
保
は
公
共
交
通
の
課
題
の
一

つ
だ
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
再
編
事

業
の
基
本
方
針
が
決
ま
り
、
今

年
度
は
運
行
基
準
案
の
検
討
等

を
進
め
る
。
イ
地
域
住
民
が
地

域
組
織
を
立
ち
上
げ
、
ル
ー
ト

等
を
作
る
手
法
は
継
続
的
な
運

行
に
つ
な
が
り
有
効
な
手
段
だ
。

今
後
、
新
規
路
線
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
こ
の
手
法
で
運
行
ま
で

の
流
れ
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
を
想
定
し
て
い
る
。

❷
環
境
基
本
計
画
、
地
球
温

暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
が
改

定
さ
れ
る
。
小
金
井
市
の
二
酸

化
酸
素
排
出
量
の
削
減
は
目
標

を
下
回
っ
て
お
り
、
更
な
る
削

減
の
た
め
に
も
、
市
民
へ
の
啓

発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
目
標
値
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
家
計
簿
や
、
市
民
版
の
環

境
行
動
指
針
を
作
ら
な
い
か
。

環
境
部
長
　
市
民
に
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

て
し
ま
う
。
街
路
樹
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
お
い
て
、
方
針

や
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
ウ
低

木
が
ま
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
り
、

逆
に
繁
茂
し
す
ぎ
て
通
行
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
箇
所

が
目
に
付
く
。
地
被
植
物
の
活

用
な
ど
、
コ
ス
ト
を
か
け
な
い

維
持
管
理
の
工
夫
を
。

都
市
整
備
部
長
　
ア
今
年
度

末
頃
か
ら
ピ
ン
ク
と
白
の
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
を
交
互
に
植
栽
し
て
い

く
予
定
。
イ
沿
線
住
民
の
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
商
店
会
・
町

会
等
の
ご
意
見
等
も
伺
い
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ウ
伸

び
の
早
さ
に
応
じ
て
、
適
切
な

刈
り
込
み
を
年
に
複
数
回
実
施

し
て
い
る
。
欠
落
箇
所
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
可
能

な
限
り
補
植
し
て
い
き
た
い
。

盛
り
込
ん
だ
条
例
の
制
定
や
、

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
都
市

宣
言
を
行
わ
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
ア
学
校
で

は
、
東
京
都
の
人
権
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
基
に
理
解
を
深
め
て

い
る
。
組
織
的
な
相
談
体
制
の

整
備
、
相
談
し
や
す
い
環
境
の

整
備
等
を
指
導
し
て
い
る
。
イ

豊
島
区
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
詳

し
く
書
か
れ
て
お
り
、
参
考
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

企
画
財
政
部
長
　
ウ
昨
年
度

か
ら
人
権
研
修
の
一
環
で
行
っ

て
い
る
。
多
様
性
へ
の
理
解
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

エ
現
在
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
が
、
様
々
な
方
の
意
見
も

踏
ま
え
、
適
切
な
も
の
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❷
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
際
し
、
関
係
法
の
改

正
に
沿
い
、
非
常
勤
職
員
に
不

利
益
を
生
じ
さ
せ
な
い
制
度
運

用
と
定
数
管
理
を
図
ら
な
い
か
。

総
務
部
長
　
他
市
の
状
況
を

把
握
し
職
員
団
体
と
交
渉
す
る
。

企
画
財
政
部
長
　
他
市
の
動

向
を
踏
ま
え
、
研
究
す
る
。

❸
ア
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
伴
う
食
材
費
に
つ
い
て
、

民
間
保
育
園
と
丁
寧
な
協
議
を
。

イ
２
年
延
伸
し
た
公
立
保
育
園

の
民
営
化
に
向
け
た
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
他
市

状
況
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に

勘
案
し
、
適
切
な
時
期
に
必
要

な
手
続
を
行
い
た
い
。
イ
引
き

続
き
丁
寧
に
説
明
し
、
保
護
者

の
理
解
を
得
た
い
。

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
ア
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
広
場
に
関
し
て
は
市
民
の

関
心
が
高
い
。
基
本
設
計
業
者

の
案
は
、
駐
車
場
の
相
当
部
分

を
占
め
る
平
面
駐
車
場
が
地
上

に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
広
場
の

面
積
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
基
本
設

計
業
者
の
技
術
提
案
書
に
関
し

て
、
と
り
わ
け
、
広
場
と
駐
車

場
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

イ
広
大
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
生
み
出
す
に
は
、
地
下
に
駐

車
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
長
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
。
ウ
技

術
提
案
書
で
違
和
感
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
平
面
駐
車
場
の
と
こ

ろ
に
「
小
金
井
ひ
ろ
ば
」
と
記

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

駐
車
場
は
広
場
で
は
な
い
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長
　
ア

市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
発

注
者
と
し
て
判
断
し
て
い
く
。

ウ
平
面
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

の
後
に
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

市
長
　
イ
判
断
す
べ
き
時
期

が
来
れ
ば
判
断
す
る
。

❷
「
ま
ち
な
お
し
」
に
向
け

て
。
ア
東
小
金
井
駅
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ

ｗ
ａ
口
北
西
の
Ｔ
字
路
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
。
イ
前
原

町
の
霊
園
通
り
の
歩
車
道
を
分

離
す
る
白
線
が
、
長
距
離
に
わ

た
っ
て
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

早
急
に
白
線
を
引
く
べ
き
。

都
市
整
備
部
長
　
ア
警
察
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た

い
。
イ
優
先
順
位
を
踏
ま
え
、

適
切
に
対
応
し
た
い
。

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

❶
過
去
の
基
本
構
想
や
基
本

計
画
市
民
検
討
委
員
会
の
趣
旨
、

建
設
計
画
調
査
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
コ
ン
ペ
実
施
等
の
経
過
を
含

め
、
基
本
設
計
が
完
了
す
る
ま

で
に
、
市
の
意
思
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
る
の
か
を
問
う
。

ア
新
庁
舎
建
設
計
画
に
お
け
る

過
去
の
経
過
は
。
イ
過
去
の
経

過
を
踏
ま
え
、
職
員
の
意
向
は

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長
　
ア

平
成
22
年
３
月
に
蛇
の
目
ミ
シ

ン
工
場
跡
地
を
建
設
予
定
地
と

す
る
原
動
力
と
な
っ
た
市
民
検

討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
新
庁

舎
建
設
基
本
計
画
は
、
平
成
23

年
６
月
に
基
本
計
画
案
の
策
定

を
諮
問
し
、
新
庁
舎
建
設
の
骨

片
山
　
薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
新
庁
舎
の
技
術
提
案
書

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
的
な
窓
口
は
。

イ
会
議
室
等
の
市
民
利
用
は
。

ウ
環
境
配
慮
住
宅
型
研
修
施
設

の
技
術
利
用
を
。
エ
公
民
館
本

館
執
務
機
能
の
み
な
ら
ず
、
市

民
利
用
の
場
の
確
保
を
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長
　
ア

現
時
点
で
の
採
用
は
難
し
い
。

イ
関
係
課
と
検
討
中
で
あ
る
。

環
境
部
長
　
ウ
重
要
と
認
識
。

生
涯
学
習
部
長
　
エ
本
館
機

能
を
新
庁
舎
内
に
入
れ
、
地
域

づ
く
り
等
の
機
能
を
高
め
た
い
。

❷
ア
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
プ
ラ

ン
小
金
井
案
に
子
ど
も
の
権
利

推
進
計
画
を
包
含
と
は
。
イ
子

ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
実
施

の
時
期
は
。
ウ
子
ど
も
の
貧
困

対
策
と
し
て
教
育
費
負
担
軽
減
、

就
学
援
助
捕
捉
率
の
把
握
を
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
精
査
す
る
。
イ
２
０

２
１
年
度
の
開
設
を
目
指
す
。

学
校
教
育
部
長
　
ウ
捕
捉
率

把
握
は
困
難
。
先
生
を
通
じ
制

度
案
内
や
相
談
に
つ
な
げ
る
。

■
そ
の
他
、
採
択
後
の
教
科
書

の
図
書
館
展
示
を
求
め
ま
し
た
。

格
と
な
っ
た
。
ま
た
、
建
設
計

画
調
査
業
務
報
告
書
は
、
公
募

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
し
て
き
た
。

イ
こ
の
間
、
職
員
に
対
す
る
庁

内
説
明
会
を
実
施
し
、
要
望
事

項
を
設
計
者
に
伝
達
し
て
い
る
。

今
後
、
設
計
者
に
よ
る
庁
内
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
る
。

❷
清
掃
関
連
施
設
の
移
転
を

計
画
し
て
い
る
貫
井
北
町
中
間

処
理
場
の
敷
地
の
都
市
計
画
変

更
手
続
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
べ
き
。

環
境
部
長
　
処
理
量
が
１
日

当
た
り
５
ト
ン
以
上
と
な
る
の

で
、
都
市
施
設
の
区
域
変
更
及

び
用
途
地
域
の
変
更
が
必
要
と

な
る
。
令
和
４
年
度
中
に
は
手

続
を
完
了
さ
せ
、
令
和
６
年
度

中
に
施
設
を
稼
働
さ
せ
た
い
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
半

数
が
加
齢
性
難
聴
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
私
は
多
く
の
難

聴
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

方
に
会
っ
て
き
た
。
難
聴
に
な

る
と
認
知
機
能
が
低
下
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が

出
て
、
結
果
的
に
う
つ
や
認
知

症
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
難
聴
が
認

知
症
の
予
防
可
能
な
原
因
の
中

で
最
大
の
危
険
因
子
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
補
聴
器

は
平
均
で
15
万
円
か
ら
30
万
円

と
高
く
、
補
聴
器
が
欲
し
い
け

ど
高
く
て
買
え
な
い
と
い
う
声

を
聞
い
て
お
り
、
支
援
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
は
、
難

聴
の
方
が
抱
え
る
課
題
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。
補
聴
器
は

必
需
品
と
考
え
て
い
る
か
。
補

聴
器
購
入
に
補
助
制
度
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
加
齢
に
よ

る
身
体
機
能
の
低
下
は
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
肝

要
だ
。
補
聴
器
に
対
す
る
選
択

肢
は
人
に
よ
っ
て
様
々
と
考
え

る
。
補
助
制
度
の
創
設
は
国
の

対
応
が
必
要
で
、
研
究
し
た
い
。

市
長
　
国
や
東
京
都
な
ど
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
給
食
費

の
実
費
徴
収
は
行
わ
な
い
こ
と
、

社
協
バ
ス
「
み
ど
り
号
」
廃
止

に
伴
う
代
替
策
の
拡
充
、
市
民

が
行
き
交
う
場
所
に
、
気
軽
に

休
め
る
ベ
ン
チ
の
設
置
等
を
要

望
し
ま
し
た
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
補
助
制
度
を

貫
井
北
セ
ン
タ
ー
で
の
教
科

書
展
示

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る

―
街
路
樹
に
つ
い
て

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
施
策
の
充
実
を

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に

市
民
の
意
向
の
反
映
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を

交
通
不
便
地
域
に

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の

更
新
計
画
を

新
庁
舎
と
公
民
館
／
子
ど
も

の
権
利
と
教
科
書
採
択

新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館
設
計

に
対
す
る
姿
勢
を
問
う
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
、
原
子

力
発
電
に
代
わ
る
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
確
保
で
き
る
。
将
来
期
待
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
自

然
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
実
用

化
さ
れ
る
ま
で
、
原
子
力
発
電
所
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
は
不
安
が
多
す

ぎ
る
。
現
在
、
大
気
に
放
出
し
て
い

る
メ
タ
ン
ガ
ス
は
Ｃ
Ｏ
２
の
20
倍
の

温
室
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
を
採
取
し
、

火
力
発
電
の
燃
料
と
す
る
こ
と
に
よ

り
温
室
効
果
を
20
分
の
１
に
で
き
る
。

ま
た
、
日
本
海
側
の
露
出
型
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の

燃
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

本
意
見
書
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
公
明
党
も
同
趣
旨
の
要
望
を
し

て
お
り
、
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
、

提
案
者
の
日
本
共
産
党
は
３
月
２
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
、
国
が
電
気
代

を
支
援
す
る
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
地

方
交
付
税
法
改
正
案
に
反
対
し
た
。

ま
た
、
国
の
予
算
に
賛
成
し
た
も
の

の
、
意
見
書
冒
頭
に
あ
る
都
の
予
算

に
は
反
対
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
金

井
市
に
お
い
て
も
第
四
小
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
予

算
が
含
ま
れ
た
当
初
予
算
に
も
反
対

し
て
お
り
、
一
貫
し
な
い
対
応
に
、

市
民
か
ら
疑
問
の
声
も
大
き
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
熱
中
症
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
こ
と
、
災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
こ
と
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
の
役
割
か
ら
も
急
務
で
あ
り
、
国

や
都
の
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党
が
予
算
に
反
対
し
た
か

ら
提
案
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
の
指

摘
は
、
予
算
は
全
体
を
見
て
政
治
的

に
判
断
す
べ
き
も
の
で
、
指
摘
に
は

当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
切
実
な
要
望
を
元
に

多
く
の
市
民
の
声
で
実
現
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
特
定
の
党
派
だ
け
の
成

果
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

実
用
化
を
求
め
る
意
見
書

国
及
び
東
京
都
に
対
し
て
、
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及び
デイジーＣＤに市議会だよりの内容を音声で
収録した「声の議会だより」をお届けしてい
ます。
ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある
方がいましたら、ご利用をお勧めください。
ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込
みください。
なお、収録はボランティアグループの「小
金井市対面朗読の会」のご協力をいただいて
います。
【対　象】
原則として障害者手帳 １～ ６級の視覚障が
いのある方（対象者以外でも、図書館本館
でご利用いただけます）

【申　込】
議会事務局（市役所本庁舎 ４階）
☎０４２－３８７－９９４７

米国の未臨界核実験に抗議
し、２度と行わないことを求
める決議

５月２４日、米国が核爆発を伴わない未臨界核実験を今年 ２月に実施していたことが明
らかになった。今回の未臨界核実験は、核軍縮義務に反し、核兵器廃絶を願う被爆者と
多くの人々を失望させるものである。非核平和都市宣言自治体の市議会として、米国
に対し未臨界核実験に抗議し、 ２度と行わないことを求める。

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

メタンハイドレートの実用
化を求める意見書

日本近海には国内の天然ガス消費量の約100年分にも相当するメタンハイドレートが存
在すると推定され、新たなエネルギー資源として注目されている。メタンハイドレー
トの実用化を強力に推進するため、現在の採掘海域以外でも採掘が開始できるように、
また、人材の確保や産学連携強化、事業の安定化に資する予算措置を求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「子どもの貧困対策の推進に
関する法律」と「子供の貧困
対策に関する大綱」の適正な
見直しを求める意見書

①子どもの最善の利益の実現と子どもの意見を聴くシステムの構築、②自治体ごとの
貧困対策計画策定、③義務教育完全無償化、④家族への支援、労働・雇用環境改善と所
得再分配強化、⑤ひとり親家庭貧困率改善の目標設定と検証体制の構築、⑥子どもの生
活実態把握の全国的調査と子どもの貧困把握指標の開発・研究等を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

放射線副読本の配布の見直し
を求める意見書

改訂版は、事故原発の写真、広域的な汚染図、汚染の単語、国際原子力事象評価尺度の
レベル ７、被ばく線量と健康影響との比例関係や子どもの被ばく感受性等が削除され、
国の責任、汚染や被ばくによる人権侵害の状況、安定ヨウ素剤やホットスポット等放射
線防護の情報や甲状腺検査の必要性の記述もないため、配布の見直しを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

石垣島への基地建設中止を
求める意見書

石垣市では陸上自衛隊配備の賛否を問う住民投票を求め、有権者の ４割に近い14,236
筆を集め、条例制定を請求したが否決された。憲法95条に基づき住民投票で過半数の
同意を得るべき。民主的な手続きを踏まない石垣市平得大俣地域への自衛隊配備につ
いて、沖縄県環境影響評価条例の趣旨を踏みにじる一部用地造成着工の中止を求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ △ ○ × △ × ○ ○ ○ 原案可決

国及び東京都に対して、学校
体育館へのエアコン設置補助
制度の拡充を求める意見書

学校体育館へのエアコン設置は急務である。そのため、東京都の公立小・中学校体育
館へのエアコン設置補助制度での ３分の ２補助などの措置について、①継続して実施
すること、②電源設備やランニングコストへの補助を行うこと、③国に対し、リースに
ついても補助対象に加える要望を東京都として行うことなどを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

児童虐待防止対策の更なる
強化を求める意見書

暴力や食事を与えない等の行為で保護者が我が子を死に追いやる深刻な児童虐待が相
次いでいるため、①「しつけによる体罰は要らない」との認識の周知啓発や子どもの権
利擁護の在り方の結論を出すこと、②学校の虐待防止体制構築や警察との連携、スクー
ルロイヤー等配置の財政支援を行うこと等の取組の推進強化を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

信頼される政府統計を目指
して更なる統計改革を求め
る意見書

国会及び政府に対して、統計は国の各種政策の基礎となるものであり、信頼される政府
統計を目指し、①統計委員会における基幹統計及び一般統計の徹底した総点検と再発
防止策の策定の推進、②統計委員会の位置付けの検討や分散型統計行政機構の問題点
の整理、③統計に係る予算・人材の見直し等の更なる改革の取組を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

２０２０年に刑法の性犯罪規定
の見直しを求める意見書

２００７年、性犯罪に関する刑法が、刑法制定以来の１１０年ぶりに大幅改定された。改正法
の運用に注目が集まっている中、女性が同意していない性交があったと認めつつ、被告
を無罪とした判決が続いている。刑法の性犯罪の規定及び運用によるため、政府に対
し刑法見直しと改正法運用における格段の配慮を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

ハラスメントを包括的に禁止
する法整備を求める意見書

職場でのハラスメント防止をうたった女性活躍推進法等改正法が可決・成立したが、
ハラスメント行為そのものを禁止する規定がなく、企業への制裁措置もない。よって、
日本のジェンダー平等の取組の遅れを改善し、国会で採択された附帯決議を早期に実
行に移し、ハラスメント禁止の包括的な法整備を行うことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

Ｆ－３５戦闘機墜落事故原因
の究明及び今後の調達に対
する見直しを求める意見書

Ｆ－３５戦闘機は、米議会付属の会計検査院が昨年 ６月、未解決な欠陥が966件あると指
摘した。太平洋沖に墜落したと見られる自衛隊員は、未だ行方不明で、事故原因も未解
明だ。欠陥を抱えた可能性がある戦闘機に １兆 ２ 千億円も国費を投じることは断じて
許されない。よって政府に対し事故原因の徹底究明と、今後の調達の見直しを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

加齢性難聴者の補聴器購入
に対する公的補助制度の創
設を求める意見書

加齢性難聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にするなど、生活の質を
落とす大きな原因であると共に、うつ病や認知症の危険因子になることも指摘されて
いる。しかし、補聴器の価格は高額であり、低所得者に対する配慮が求められる。よっ
て、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を創設するよう強く求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

精神障がい者に対する交通
運賃割引制度の適用に関す
る意見書

障がいを理由とするあらゆる差別の解消や、障がい者の自立及び社会参加の促進の制
度改正が進められてきている。国会及び政府がＪＲを始め全国の私鉄・船舶・高速道
路などの各社に対し、精神障がい者についても他の障がい者と同等の運賃割引制度が
適用されるよう働きかけを行うなど、必要な措置を講ずるよう強く求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長に、東京都へ「都市
計画道路 ３・ ４・１１号線に
関する意見交換会の継続開
催」の働きかけを求める決議

都市計画道路 ３・ ４・１１号線に関して、東京都はオープンハウス型の説明会の一環で
意見交換をする方針は変えておらず、市長による要望の成果は乏しい。市長から、オー
プンハウスとは別に対話の場としての意見交換会の再度の開催及び建設の是非につい
て意見交換できる場の設定を求めるよう、東京都へ働きかけを要望する。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

移動支援給付金誤支給問題
への対応に関し、西岡市長の
責任を問う決議

市長は債権を放棄する議案を提出したが、対応には以下の問題があった。①法的な検
討も不十分なまま提出、②規則改正が文書管理規程違反であると認めない、③利用者
（障がい者）を置き去りにした提出、④再発防止策を明らかにせず提出。よって責任を
厳しく問うとともに、行政責任を明らかにすることを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ △ × × × 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席　議：議長（原則、採決には加わらず）
副：副議長（議長が公務のため、副議長が議長の職務を代行） 議
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

PS19-0014

視覚に障がいのある方へ

「声の議会だより」をご利用ください
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次の定例会は令和元年9月2日（月）開会予定です。
原稿は議員が作成しております

　小金井市議会は、市民に開かれた議会
を目指し、小金井市議会基本条例を制定
しています。議会報告会は同条例第１２条
に基づき、市民への説明責任を果たすた
め、これまで３回開催してきました。

　話し合いたいテーマについて、カフェ
のようにゆったりした雰囲気で、相手の
意見を尊重しながら自由に意見を述べる
ことができる場です。テーブルを移動し、
いろいろな人の意見を聴くこともでき、
各参加者がこの対話を通じて「気付き」を
得ることを目的とします。

特集1

特集2

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設の審議状況とこれから

議会報告会（市民と議会の交流会議）を開催します
 『どうすれば市政も議会も身近になれるのか』

新庁舎・（仮称）新福祉会館の機能連携について

広場の面積、その活用法について

耐震構造と地下駐車場化について

議会施設の在り方について　
こんなことを話し合っています。

皆様の声を
お聴かせください

2019年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

新庁舎

（仮称）新福祉会館
基本設計

→8月
供用開始

→7月供用開始
実施設計

工事：27か月

工事：１４か月

　新庁舎・（仮称）新福祉会館が一つの建物に入居すること
になります。この最大の特徴は機能連携であることから、
その在り方について議論が始まっています。

　現在の建設予定地の多くは暫定広場になっていて、周辺
の市民や自治会、保育園など多くの方が親しみ利用してい
ます。現在の基本設計業者の提案では駐車場の面積が広
いため、自由に使える広場面積が不十分ではないかという
指摘が出されています。

　基本設計業者からは、新庁舎側は免震構造、（仮称）新福祉会
館側は耐震構造として提案されています。（仮称）新福祉会館
側も免震構造にして地下を駐車場にすれば広場の面積も十分
に取れるのではないか、という意見も出されています。

　新庁舎建設の基本設計に当たり、議会施設
の在り方について、「新庁舎建設における議会
施設の在り方検討会」を議会内に設置し、全て
の会派の代表が参加し協議・検討しています。
　例えば、
◆本会議場や委員会室はフラットにすること
◆�高齢者、聴覚障がい者を始めとした障がい
者、子育て中の市民が傍聴しやすいバリア
フリーの環境をつくること
◆�政策立案や調査活動、研究機能の充実を目
指す議会図書室の在り方
◆本会議場におけるICT化
◆本会議場等の市民利用
� などを協議しています。

昨年開催した議会報告会

既に基本設計に入っていますが、
下記①、②について、ご意見があればお寄せください。

議会報告会
ってなに？

ワールドカフェ
ってなに？

　小金井市議会は、市民に開かれた議会を目指して議会改革
を進めてきました。議会基本条例を制定して３年が経過し、
更なる議会改革を進めるために、「どうすれば市政も議会も
身近になれるのか」をテーマに、市民の皆様とワールドカフ
ェ方式で対話を重ねながら、一緒に考える機会としたいと思
います。皆様のご参加をお待ちしております。

①議会施設（傍聴席、傍聴環境など）について  ②その他

日時

場所

申込

手話通訳・保育

連絡先

（引用）株式会社佐藤総合計画による技術提案書から抜粋
まだ技術提案段階であり、パース図はイメージです

　新庁舎・（仮称）新福祉会館の竣工（供用開始）までのスケジュールは
左表のとおりです。今年度は基本設計、来年度に実施設計、その後工事
を経て、（仮称）新福祉会館が今から約3年後の2022年7月、新庁舎は約4
年後の2023年8月に使えるようになる予定です。
　これから議会では、フロア配置や建物構造、広場の使い方などにつ
いての質疑を踏まえ、意見を付していきます。

メールでのご送信先:g020199@koganei-shi.jp
（件名に「議会施設等について」とご記載下さい。）
FAXでのご送信先:042 -387 -1225
郵送の場合：小金井市本町6-6 -3   小金井市議会広報協議会宛

締切日:2019年9月10日(火)

２０１９年８月３１日（土）１８：００～２０：００
第１部　６月定例議会報告 
第２部　ワールドカフェ

市民会館（萌え木ホール）　
小金井市前原町３-３３ -２５（小金井市商工会館３階）

小金井市議会事務局
TEL 042 -387 -9947   FAX 042 -387 -1225

事前予約不要。直接会場にお越しください。

保育をご希望の方は８月２２日（木）までにお申込みください。

　保健センターなど、新しい機能も入ったこと
から、「（仮称）新福祉会館」という名称を変える
べきという意見なども出されています。
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